
The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

謝
靈

運
「

山
居

賦
」

の

自

注
に

つ

い

て

橘

　
英

範

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　 SerVlce

The 　Soclety 　of 　Chlnese 　Llt 二erature 　of 　t二he 　卜hddle 　Ages

　

　

　
一

　

は
じ

め

に

　
よ

く

知
ら

れ

る
よ

う
に
、

『

宋
書
』

謝
靈
運

傳
に

は
、

謝
靈
運
（

三

八
五

〜

四
三

三
）

の

代
表

作

「

山
居

賦
」

の

正

文
と

と

も

に
、

そ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
よ

れ

を

凌
ぐ

文

字
数
の

膨
大

な

自
注
が

収

め

ら

れ
て

い

る
。

近
年
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　ハ
　ロ

中
国
文

学
の

自
注
に

関

す

る

多
く
の

論
考
が

発
表
さ
れ

て

お

り
、

そ
の

先
駆

的

な
も
の

の
一

つ

で

あ
る

「

山
居
賦
」

の

自
注

に

つ

い

て

も
、

後

に

掲
げ
る

よ

う

に

す
で

に

い

く
つ

か

の

卓

論
が

存
在

す

る
。

こ

の

た

び

本
稿
で

そ
の

自
注
を

扱
う
の

は
、

屋

下

に

屋
を

架

す
る

行
為
に

過
ぎ
な
い

か

も
し

れ

な
い

が
、

筆
者
な
り

に

「

山

居

賦
」

の

自
注

に
つ

い

て

考
え

て

み
た
い

と

思

う
。

　

考

察
に

入

る

前
に
、

ま

ず
「

山

居

賦
」

の

自
注
に

関

す

る

先
行

文

献
に

つ

い

て

触
れ
て

お

き

た

い
。

　
こ

の

自
注
の

特
異
性

に

最
初
に

注

目

し

た
の

は
、

管
見

の

及

ん

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
ヨリ

だ

限
り

で

は

恐

ら

く

錢
鍾

書
氏

『

管
錐

編
』

で

あ
ろ

う
。

錢
氏

は

ま

ず
「

山

居

賦
」

の

自
注
の

煩
雑
さ

に

触
れ

、

注
を

施
す

必

要
が

な
い

と

思
わ

れ

る

の

に

施
し

た

例
を

列

挙
し

、

さ

ら
に

、

連
続
し

て

用

い

ら

れ

た

典
故
の

あ

る

語
の
一

方
に

注

を

付
け
て
一

方

に

は

付
け

な
い

と
い

う
統
一

性

を

欠
い

た

例
を

挙

げ
る

。

続
い

て

自
注

の

歴

史

に

触
れ

た
上

で
、

「

山

居
賦
」

の

自
注
が

そ
の

創
始
で

あ
る

と
す
る

（

後

述
）

。

そ

し
て

、

本
来
は

正

文
の

中
で

全
て

を
表
現
す

べ

き
で

あ
り
、

自
注
は

作

者
に

し

か

分
か

ら

な
い

よ

う
な
や

む

を

得
な
い

場

合
の

み

施
さ
れ
る
べ

き
で

あ
る

と

し
、

「

山
居
賦
」

の

自

注
に

は

「

義
訓
」

「

本

事
」

「

申

意
」

の

三

者
が

あ
っ

て
、

広

く

注

が
付
け

ら

れ

て

い

る

が

要

領
を
得
て

お
ら

ず
、

ま

す
ま

す
乱
雑
に

な
っ

て

し

ま
っ

て

い

る

（

又

泛
施

寡
要

、

愈
形
凌

雜）

と

評
し

て

い

る
。

そ
の

後
、

賦
の

正

文
と

自
注
の

中
か

ら
様
々

な

テ

ー
マ

を

取
り

上

げ

て

考
証
を

行
っ

て

い

る
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　ハ
る　

　
次
に
、

森
野
繁
夫
博
士

は

「

謝
霊
運
の

賦
（

二
）

」

に

お
い

て
、

「

山
居
賦
」

の

自
注
を
（

こ

語
句
・

内
容
の

解
説

、

（

二
）

本

文

に

詠
み

込

め

な

か
っ

た
こ

と
の

補
足

、

に

分
け

、

「

説
明
が

無
け

れ

ば
読
者
に

意
味
が

よ

く

わ
か

ら
な
い

語
句
が

多
く
使
わ

れ
て

お
り

、

ま
た

、

具

体

的
な
事
柄
は

、

文
章
の

調
子

を

崩
し

て

し

ま

う
お

そ

れ
が

あ
っ

た
」

た

め

に

自
注
が

施
さ

れ
た

と
し

て

お

ら
れ

る
。

　
続
い

て

齋
藤
希
史
氏
は
「

謝
靈

運
の

山
居

1
〈

居
〉

の

文

学
（

二

ご

　

　
　
　
ユ

に
お

い

て
、

　
「

山
居

賦
」

の

自
注
は

賦
の

本
文
に

よ
っ

て

示

さ
れ

た
空

間
を

現

実

化
す

る

も

の

で

あ
る

と

し
、

謝
靈

運
の

山
水
詩
や

『

遊
名
山

志
』

と
の

関
連
に
つ

い

て

も
言
及
し

て

い

る
。

そ

し

て
、

一
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自
注
の

表

現
の

基

軸
が

視
点
の

移
動
に

あ

る

の

に

対
し

、

賦
の

本

文

の

表

現
の

基

軸
は

整
っ

た

対
偶
に

あ

り
、

そ
の

両

者
が

統

合
さ

れ

る

の

が

山
水

詩
で

あ

る

と

位
置
づ

け
る

。

　

次
い

で

許
恬

怡
氏

は

「

謝
靈
運
〈

山

居
賦
〉

自

注

原
因

析

論
」

　

　
　
　

　
　
ハ
　ソ

の

専
論
に

お
い

て
、

賦
注

と

自

注
の

起
源
に

触
れ
、

「

山
居
賦
」

自

注

を

そ
の

嚆
矢
と

す
る

錢
鍾

書

氏

ら
の

説
を

追

認
す

る

（

後
述
）

。

そ

し

て

「

山
居

賦
」

自
注

を

『

世

読
新
語
』

注
・

『

水
經
注
』

と

比

較
し

た

後、

自
注

を

作
っ

た

理

由
と
し

て
、

（

一
）

才
学
を
自
負
し

、

不

朽
の

も
の

と

す
る
こ

と

を

求

め

る
、

（

二
）

読
者
の

誤

読

を

避
け

る
、

（

三
）

自
注
を
借
り

て

仏
学
に

対
す
る

自
ら
の

研

究

結

果
を

示

す
、

（

四
）

自
注
を
借
り

て

「

東
山
再
起
」

の

思
い

を

表

明

す

る
、

（
五
）

「

安
身
立

命
」

の

道
を
求
め

る、

の

五

つ

を
挙
げ

る
。

　

そ
し

て

東

美
緒
氏

は

「

謝
霊

運
『

山

居

賦
』

と

そ
の

自
注
」

の

　

　
　
　

　
ハ
　　

専
論

に

お
い

て
、

自
注

を

（

A
）

単
語
や
句
ご

と
の

解
釈

、

（
B
）

そ
の

章
全
体
、

あ

る
い

は

複
数
の

句
の

要
約

、

（

C
）

音
注

の

列
挙

、

（
D
）

文

献
の

引
用

、

及

び

そ

れ

に

よ
る

傍
証

、

（

E
）

自
身
や

祖

父

謝
玄

に
つ

い

て

の

説

明
、

（

F
）

付
近
に

住
む

、

あ

る
い

は

住
ん

で

い

た

人

物
の

紹
介

、

（

G
）

自
身
の

体
験
に

よ

る
と

思

わ

れ

る

記

述
、

の

七

種

に

分
け

た

上

で
、

EFG

の

例
を

挙
げ

、

絢
爛
な
文

章
で

あ
り

な

が

ら

写

実
性
が

問

題
と

さ

れ

る

前
代
の

賦
に

対
し
、

謝

靈
運

は

華
麗
さ
と

高
い

写

実

性
と

を

兼
ね

備
え

た

賦
を

理

想
と

し

て
、

正

文

で

は

彫

琢
を

凝
ら

し

て

美
し

く

描
き
、

自
注

で

写

実

的

に

描
写

し

た

と

指
摘
し

て

い

る
。

　

本
稿
で

は
こ

れ

ら
の

業

績
に

導
か

れ
な
が

ら
、

「

山
居

賦
」

の

自

注

に
つ

い

て

筆
者
な
り

に

考
察
し

て

み
た

い
。

　
　
　
二

　
自
注

と

賦
の

注
の

流
れ

　
ま
ず

、

「

山

居
賦
」

の

自
注
が

生

ま

れ
た
北

且
爪

を
知

る
た
め

に
、

自
注
の

流
れ

と

賦
の

注
の

流
れ

に
つ

い

て

考
え

て

お

き

た
い

。

　
先
述
の

よ

う

に
、

錢
鍾

書
氏

『

管
錐
編
』

は

こ

の

問
題

に

対
し

て

先

鞭
を

付
け

て

い

る
が
、

錢
氏

は

ま
ず

、

清
の

何
銹
の

『

樵
香

　

　
こ
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

み
つ

か

小

記
』

卷

下
「

總
集
自
註

註
賦
註
詩
」

に
、

「

自
註

己

ら

作
る

も
、

亦
た

（
王
）

逸
に

始
ま
る

。

而
し

て

戴
凱

之
の

竹
譜
・

謝
靈

運
の

山

居
の

賦
、

其
の

例
を
用

ふ

（

自

註
己

作
、

亦

始
於
逸

。

而

戴
凱

之
竹
譜

・

謝

靈
運

山

居
賦

、

用
其
例
）
」

と
い

い
、

そ
の

注
に

「

漢

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
い

く
ば

書
藝
文
志

も

亦
た

自
註
あ
り

。

然
れ

ど

も
寥
寥
と
し

て

幾

く

も
無

く
、

又

た

文

義

を

發
明

す
る

に

非

ず
。

故

に

以
て

始
め

に

托
せ

ず

（

漢

書
藝
文

志

亦

自

註
。

然
寥

寥
無
幾
、

又

非
發
明
文

義
。

故
不

以

托
始
）

」

と

い

う
の

を

引
く

。

　
す
な
わ

ち
、

靈
運

に

先
立

つ

自

注
の

例

と

し

て
、

ま

ず
王

逸
が

『

楚

辭
』

に

自
ら

の

「

九

思
」

を

加

え

て

注
を

付
け
た

例
と

晉
の

戴
凱
之
の

『

竹

譜
』

の

例
を
挙
げ
、

『

漢
書
』

藝
文
志

の

例
の

場
合

は

量
が

少
な

く

文

の

意
味

を
説
明

し

た

も
の

で

は

な
い

と
し

て

除

外
す
る
の

で

あ

る
。

　
こ

れ
に

続
い

て

錢
氏
は

、

清
の

梁
玉

繩
の

『

暼
記
』

卷

四

に

「

謝

　
　
　

　
　
　

　
　
　
な
ら

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
の

靈
運

傳
に

、

山

居
の

賦
井
び

に

自

注
を

載

す
。

之

を
載
す
る

は
、

乃

ち
史

例
の

創
見
な
る

者

な
り
。

魏
書
張

淵

傳
に

觀
象
の

賦
を

載

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
お
な

せ
、

北
齊
書
顏
之

推
傳
に

觀
我
生
の

賦
を
載
せ

、

自
注
有
る
こ

と

全

じ
。

竹
汀
偕
事

（

錢
大
听
）

云

ふ
、

陳

壽

　
楊
戲
の

季

漢
輔

臣
贊

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ハ
　い

を
載
せ

て

注
有
り
、

又

た

宋
書
の

前
に

在
り

、

と

（

謝
靈
運

傳、

47 一
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載
山

居
賦

井
自

注
。

載
之

、

乃

史
例

之

創
見

者
。

魏
書

張
淵
傳

載

觀
象

賦
、

北

齊

書
顏
之

推

傳
載

觀
我

生

賦
、

有
自

注
全

。

竹
汀

簷

事
云

、

陳
壽
載
楊
戲
季
漢
輔
臣
贊
有
注

、

又
在

宋
書
之

前
）

」

と
い

う
の

を

引

く
。

　
歴

史
書
に

賦
の

自
注
が

引
か

れ

た

例
と

し

て
、

北
魏
の

張
淵
の

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ロ
ロ　

「

觀
象
賦
」

（

『

魏
書
』

本
傳
）

と
北
齊
の

顏
之

推
の

「

觀
我
生

賦
」

（

『

北
齊
書
』

本
傳）

が

あ
り

、

さ
ら

に

錢
大
听

に

よ

れ

ば
、

謝
靈

運
に

先
立
つ

も
の

と

し

て

は

三

国
の

楊
戲
の

「

季
漢
輔
臣

贊
」

（
『

三

國
志
』

蜀
書
本
傳

。

後
述
す
る

よ

う
に
、

実
際
は

自
注
で

は

な
い
）

、

が

あ
る
と

い

う
の

で

あ

る
。

　
以

上

の

説

を

挙
げ
た

上

で
、

錢
鍾

書
氏

は

さ
ら

に
、

次
の

三

つ

の

根
拠
を

挙
げ
て

そ
の

説

を

検
討
す
る

。

　
ま

ず
、

『

楚
辭
』

王

逸
「

九

思
」

序

文
の

末

尾
の

「

辭
日

」

に

対

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

ま

さ
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
つ

く

す
る

洪
興

祖
の

補
注

に
「

逸
　
應
に

自

ら

注

解
を

爲
る
べ

か

ら

ず
、

恐
ら

く

は

其
の

子
の

延

壽
の

徒

　
之

を

爲
る
の

み

（

逸
不

應
自
爲

注
解、

恐
其
子

延
壽
之

徒
爲
之

爾
）
」

と
い

う

例
で

あ
る

。

こ

れ
に

よ

れ
ば

「

九

思
」

の

注

は

王

逸
の

自
注
で

な
い

こ

と

に

な
る

。

　
次

に
、

張

衡
の

「

思

玄

賦
」

（

『

文

選
』

卷
一

五
）

題

下
の

「

舊

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
つ

ま
び

注
」

二

字
に

対

す

る

李

善
の

注
に
、

「

未

だ

注
者
の

姓

名
を

詳

ら

か

に

せ

ず
。

摯
虞
の

流
別

に

題
し

て

衡
の

注
と

云

ふ
。

其
の

義
訓

を

詳

ら

か

に

す

る

に
、

甚
だ

疎

略
多
く

し

て
、

注

又

た
愚

と

稱
し

て

以

て

疑

辭
を

爲
す

、

衡
に

非
ざ
る

こ

と

明
か

な

り

（

未

詳
注
者

姓
名

。

摯
虞
流

別

題
云

衡
注

。

詳
其

義
訓、

甚

多
疎
略

、

而

注
又

　
　
　

　
　
ハ
ロ　

稱
愚
以

爲
疑
辭、

非
衡
明

矣
）
」

と
い

う
記

述
を

引
く

。

こ

の

旧

注

を

張

衡
の

自
注

と

す
る

摯

虞
の

「

文

章

流
別

志
論
」

を
否

定

し

た

も
の

で

あ
る
。

　

第
三

に
、

『

世

説
新
語
』

文

学
篇
の

注

に

引
く

「

左

思
別

傳
」

に

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

み

ず
か
　

　
つ

く

「

凡

そ

諸
注

解
は
、

皆
な

思

自

ら

爲
る

。

其
の

名
を

重
く
せ

ん

と

欲
し

て
、

故
に

時
人
の

名
姓
を

假
る

な

り

（

凡

諸
注

解
、

皆
思
自

爲
。

欲
重
其
名
、

故
假
時
人
名
姓
也

ご

と

い

う
記
述

と
、

嚴
可

均

が

そ

れ

に

対
し

て

反
駁
し

た
こ

と

を
挙
げ
て

い

る

（

『

全

晉
文
』

卷

一

四

六
。

長
文
の

た

め

錢
氏

も

省

略

し

て

い

る
の

で
、

こ

こ

で

も

省
略
し

た
）

。

左
思
の

「

三

都
賦
」

の

注
が

実
際
は

自
注
で

あ

る

と

す
る

説
に

対
す

る

反
駁
で

あ

る
。

　

錢
氏
は

以
上

三

つ

の

根
拠
を
挙

げ
た

上

で
、

王

逸
・

張

衡
・

左

思
の

注
が

自
注
で

は

な

い

と

す
る

と
、

自
注

は

謝
靈

運
の

創
始
に

よ

る

も
の

で

あ

ろ

う

と

結
論
づ

け

る
。

上

に

挙
げ
ら

れ
て

い

た

中

で
、

三

国
の

楊
戲
の

「

季
漢
輔
臣

贊
」

と

晉
の

戴
凱
之
の

『

竹
譜
』

の

例
に

つ

い

て

は

全

く
触
れ

ら

れ
て

い

な
い

。

「

季
漢
輔
臣

贊
」

に

つ

い

て

は
、

後
に

見

る

よ

う
に
、

実
際
は

自

注
で

は

な
く
陳

壽
の

注
で

あ
っ

て
、

梁
玉

繩
ま

た

は

錢

大
听
の

誤

り

と

考
え

ら
れ

る
。

錢
鍾

書
氏
が

『

瞥
記
』

の

こ

の

部

分

ま

で

を

引
用
し

て

い

る
と

い

う
こ

と

は
、

錢
鍾

書
氏

は

自
注
の

例

と

考
え
て

い

た
の

で
は

な
い

か

と

も
推

測
さ

れ

る

が
、

そ

れ

に

も

か

か

わ

ら
ず

靈
運
の

創
始
と

す

る
の

は
、

戴
凱
之
の

『

竹
譜
』

と

と

も
に

賦
で

は

な
い

と

い

う

こ

と

で
、

考
察
か

ら

除
外
し
た

の

で

あ

ろ

う
か

。

　
こ

れ
に

対
し

、

後
述
の

許
恬
怡
氏

が

参
照

す
る

程
章
燦
氏

『

魏

　

　
　
　

　
　
　
ハ
ぼ　

晉

南

北
朝

賦
史
』

は
、

第
五

章
第
二

節
の

五

「

賦
注
”

形
態
与
意

義
」

び

お

い

て
、

自
注
の

先
駆

的
な
も
の

と
し

て

左

思
の

「

齊
都

賦
」

注

や

庚

闡
の

「

揚
都

賦
」

注
、

曹

眦
の

「

魏
都

賦
」

注
、

郭
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璞
「

蜜
蜂

賦
」

注

と

い

っ

た

も
の

が

あ
り

、

謝
蠱
運

は

そ

れ

を

大

き

く

発

展

さ
せ

た

と

指
摘
す

る
。

　

以

上

の

謝

靈
運

を

先
駆

と

す

る

説
と

先
例
が

あ
る
と

す
る

説

を

承

け

て
、

許

恬
怡
氏

は

「

齊
都

賦
」

注
・
「

魏
都

賦」

注
・
「

蜜

蜂

賦
」

注

は

『

全

晉
文
』

に

自
注

が

残
っ

て

い

な
い

た

め

考
察
の

対

象
に

で

き
ず
、

『

全
晉
文
』

に

載
る
「

揚
都
賦
」

注
は

「

判、

本

作

拌
」

と

い

う

わ

ず
か
一

句
が

残

る
の

み

で

あ
り

、

ま

た

自
注
で

あ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
ロね

る

か

ど

う
か

疑
わ

し

い

も
の

で

あ
る

と

い

う
こ

と
か

ら
、

　
「

山

居

賦
」

自

注

を

そ

の

嚆
矢
と

し

て

い

る
。

　

念
の

た

め

記
せ

ぼ
、

『

全
晉

文
』

に

見
え

な
い

だ
け
で

、

左

思
「

齊

都

賦
」

注
は

『

水

經
注
』

や

『

文
選
』

李

善
注
等
に

引
か

れ

て

残

つ

て

お

り
、

音
注

と
し

て

で

は

あ
る

が
、

『

隋
書

經
籍
志
』

に

も
「

齊

都

賦
二

卷

井
音
、

左

思
撰
」

と

見
え
て

い

る
。

庚
闡

「

揚
都
賦
」

注

も

『

水
經

注
』

や

『

藝
文

類
聚
』

等
に

引
か

れ
、

曹

眦
の

「

魏

都
賦
」

注
も
李
善
注
と
『

太
平
御
覽
』

に

引
か

れ

て

い

る
。

た
だ
、

隋
書
に

作
者
と

し

て

明

記

さ
れ

る

左

思

以
外
に
つ

い

て

は
、

賦
の

作
者
名

の

み

を

記
し

て

注
者
の

方
は

そ
の

名
を

記
さ

な

か

っ

た

と

い

う

可

能
性
も

皆
無
で

は

な
く
、

ま

た
、

い

ず
れ

も

非
常
に

断

片

的
で

あ

り
、

ど
の

正

文

と

対
応
す

る
の

か

明
ら

か

で

な

い

も
の

が

ほ

と

ん

ど

で

あ

る

の

で
、

確
か

に

考
察
の

対
象
と

は

な

り
に

く
い

か

も
し

れ

な
い

。

た

だ
、

先
行
す
る

賦
の

自
注
も

あ
っ

た

可

能
性

が

あ

る

こ

と

は

注
目

さ
れ
よ

う
。

　

ま

た
、

許
氏
も

錢
氏
と

同
じ

く

賦
の

注
に

限
定
し

て

い

る
よ

う

だ

が
、

自

注
が

生
ま

れ
た

背
景
と

い

う
こ

と

を
考
え

る

上

で

は
、

や

は

り

賦
以

外
の

も
の

に

も
目
を

向
け

る

必

要
が

あ

る
の

で

は

な

い

か
。

そ
の

点
か

ら
見
る

と
、

何
溺
の

挙
げ
た

『

竹
譜
』

の

注

は
、

押
韻
す
る

四

字
句
を

中
心

と

し

た

文

章
に

、

散

文
の

注
釈
が

施
さ

れ

た

も
の

で
、

賦
と

題
さ
れ

て

は

い

な
い

が
、

形
式

的
に
は

「

山

居

賦
」

と

そ
の

自
注

と

近
い

も

の

と

い

え
、

そ
の

先

駆
的
な

も
の

と

考
え
ら

れ
る

の

で

あ
る

。

　

賦
に

限

ら

な

け

れ

ば
、

自
注
の

施
さ
れ

た

作
品
は

他
に

も

見
出

せ

る
。

こ

れ
に

関
し

て

は
、

劉
知

幾
『

史
通
』

補
注

篇
が

多
く
の

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
けロ

例
を

挙
げ
て

く
れ

て

い

る
。

　

劉
知

幾
は

注

釈
を

四

つ

に

分
類

し
、

裴

駟
・

李
奇
・

應
劭
・

晉

灼
ら

に

よ

る
三

史
の

注

を

「

儒
宗
」

と

し

て

最
高
の

も
の

と

し
、

そ

れ

に

劣
る

も
の

と

し

て

「

文
言

美
辭

、

章

句
に

列
し
、

委

曲

敍

事
、

細

書
に

存
す
る

（

文

言
美
辭
、

列
於
章

句、

委
曲

敍
事

、

存

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ひ

う

　

　
　

　

　
　

　
　

　
か

於

細

書
）

」

も
の

、

「

衆
史
の

異

辭
を

綴
ひ

、

前
書
の

闕
く

所

を

補

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

み

　
　
　
　
　
　

　
た

ふ

（

綴
衆
史
之

異
辭

、

補
前

書
之

所

闕
）

」

も
の
、

「

躬
は

史
臣

爲

　

　
　
て

つ

か

る

も
、

手

自
ら

刊

補
す
（

躬
爲
史
臣
、

手
自
刊
補
ご

る

も
の

の

三

つ

を

挙
げ
る
。

　
こ

の

う
ち

第
二

の

「

衆
史

の

異
辭
を

綴
ひ

、

前
書
の

闕
く

所
を

補
ふ
」

も
の

は
、

劉
知
幾
が

『

三

國

志
』

裴
松
之

注
や

『

世

謨
新

語
』

劉
孝

標
注

を

例
と
し

て

挙
げ
て
い

る

よ

う
に
、

自

注
と
は

関

わ

ら

な
い

も
の

で

あ

る
。

第
三

の

「

躬
は

史
臣

爲
る

も
、

手

自
ら

刊

補
す
」

る

も
の

は
、

歴
史

家
で

あ
り

な
が

ら
自

分
自

身
で

注

ま

で

も
補
っ

た

と
い

う
こ

と

で
、

す
な
わ
ち

自
注
を

付
け

た

も
の

と

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
ほロ

い

う
こ

と

に

な

る
。

劉

知

幾
は

梁
の

蕭
大

園
の

『

淮
海
亂
離
志
』

、

北
魏
の

羊
（

楊
）

衒
之
の

『

洛
陽
伽
藍
記
』

、

北
齊
の

宋
孝
王

の

『

關

東
風
俗
傳
』

、

隋
の

王

劭
の

『

齊
志
』

と
い

っ

た

も
の

を

挙
げ
て

い
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る
。

散
佚
し

た

も
の

も

多
く

、

ま

た

い

ず
れ

も

謝
靈
運
の

後
の

例

で

は

あ

る
が

、

六

朝
後

期
に

南

北
両
朝
で

多

く
の

自
注
形
式
の

歴

史
関
係
の

書
が

生
み

だ
さ
れ
て

い

た
こ

と
が

う
か

が

え

る
。

　

第
一

の

「

文

言
美

辭
、

章
句

に

列
し

、

委

曲

敍
事

、

細

書
に

存

す
る

」

も
の

に

は

や
や

問
題
が

あ
る

。

意
味

と

し

て

は
、

本
文
で

は

美
し

い

こ

と

ば

で

表

現
し

、

細
か

い

こ

と

は

注
で

記

す
も
の

と

い

う
こ

と

に

な
ろ

う

が
、

劉
知

幾
は

そ
の

例
と

し

て
、

摯
虞
の

『

三

輔
決
録
』

の

注
、

陳
壽
の

「

季
漢
輔
臣

贊
」

の

注
、

周
處
之
の

『

陽

羨
風

土

記
』 、

常

壕
の

『

華
陽
國
志
』

を

挙
げ
て

い

る
。

『

三

輔
決

録
』

は

漢
の

趙
岐
の

撰
・

晉
の

摯
虞
の

注

で

あ

り
、

「

季

漢
輔
臣

贊
」

は

先
に

挙
げ

た

よ

う

に

三

国

蜀
の

楊
戲
の

撰
で

あ
り

、

こ

れ

を
『

三

國

志
』

に

収
め

る

際
に

陳
壽
が

注

を

施
し

た
こ

と

は
、

楊
戲

傳
に

　
　

　

　
　

　
ハ
にロ

明

記
さ

れ
て

い

る
。

す

な
わ

ち
こ

の

前
二

者
は

自

注

で

は

な
い

こ

と

に

な
る

。

　一

方
、

晉
の

周

處
之
の

『

陽
羨
風
土

記
』 、

晉
の

常

壕

の

『

華
陽
國
志
』

は
、

と

も

に

当
時

他
者
に

よ

る

注
が

付
さ

れ

た

と
い

う

記

録

は

な
い

よ

う
で
、

注
が

あ
る

と

す
れ

ば

自
注
の

可

能

性
が

高
い

と

い

う
こ

と

に

な
り

、

さ

ら

に

謝
靈
運
に

先

立

つ

例
と

い

う
こ

と

に

な

る
。

た

だ
、

『

陽
羨
風

土

記
』

の

方

は

散

佚
し

て

し

ま

い
、

実
際
の

状
況

が

明
ら

か

で

な
い

。

『

華
陽
國
志
』

は
、

卷
一

〇
「

先
賢
士

女
總
贊
」

の

部

分
が
、

四

字
句
で

押

韻
を

行
う

贊
の

部

分
と
、

そ

れ

に

施
さ
れ

た
散
文

に

よ

る

伝
記
の

注

に

分
か

れ

て

お

り
、

劉
知

幾
は

こ

れ

を
指
し

て

い

る

と

さ

れ

る
。

こ

れ

は

賦
で

は

な
い

け
れ

ど

も
、

有
韻
の

文

に

つ

い

た

散
文
の

自

注
の

例
と

し

て
、

戴
凱
之
の

『

竹
譜
』

と

と

も

に
、

「

山
居

賦
」

の

先
駆
的
作
品

と

考
え

ら

れ
よ

う
。

　

以
上

を

ま

と

め

る

と
、

賦
に

限

ら

な

け
れ

ば
、

自
注
に

は

戴
凱

之
の

『

竹

譜
』

と

常

璃
の

『

華
陽
國
志
』

の

前

例
が

あ
り
、

後
に

は

『

洛
陽
伽
藍
記
』

が
生

ま

れ
、

賦
に

お
い

て

も
張
淵
の

「

觀
象

賦
」

・

顏
之

推
の

「

觀
我
生
賦
」

と

い

っ

た

例
が

生

ま

れ

て

い

る
。

「

山

居

賦
」

の

自
注

も
そ

う
い

っ

た

時
代
の

風
潮
の

中
で

生
み

出

さ

れ

た
と
い

え

る

だ

ろ

う
。

　

次

に
、

賦
の

注
の

流
れ
と

い

う
点
か

ら

も

考
え

て

み

た
い

。

　

こ

れ
に

つ

い

て

は

前

掲
程
章
燦
氏

『

魏
晋
南
北

朝
賦
史
』

に

詳

し

い

記

述
が

あ

る

の

で
、

そ
れ
に

基
づ

き
つ

つ
、

例
を
付
け

加

え

な

が

ら
記

す
こ

と

と

し

た
い

。

ま
ず

賦
の

注
の

先
駆
と

し

て

は
、

後
漢
の

班

固
の

「

幽
通

賦
」

（

『

文
選
』

卷
一

四
）

に

付
さ

れ
た

妹

の

曹
大
家
（

班
昭
）

の

注
が

あ
り
、

こ

れ
は

李
善
注
に

引
か

れ

て

残
っ

て

い

る
。

程
氏

は

そ

れ
に

続
く
や
や
特

殊
な
例
と

し

て

『

漢

書
』

に

引

か

れ
た

賦
に

付
さ
れ

た

服
虔
・

應

劭
ら
の

注

を
挙
げ
た

上

で
、

賦
の

注
は

魏
晋
か

ら
盛
ん

に

な
っ

た

と

し

て
、

張

衡
「

二

京
賦
」

に

対
す
る
三

国
呉
の

薛
綜
の

注
、

左

思
の

「

三

都

賦
」

に

対
す

る

同

時
代
の

張
載
・

劉
逵
・

衞
權
の

注
、

王

僧
虔
の

「

書
賦
」

に

対

す
る

王

儉
の

注
、

昭

明
太
子
の

「

徂
歸

賦
」

に

対
す
る

劉
杏

の

注

な

ど

を
挙
げ
て

い

る
。

　

そ

の

他
に

も
、

程
氏

も

挙
げ
る

左
思
の

「

三

都

賦
」

（

『

文
選
』

卷
四

〜
六
）

に

は
、

前

掲
の

三

者
の

他
に

も

少
な

く
と

も

序
文
に

は
さ

ら
に

棊

毋
邃
（

時

代
不

詳
）

の

注
が

付
さ
れ

た

よ

う
で

、

実

際
に

『

文

選

集
注
』

に

引
か

れ
て

残
っ

て

お

り
、

『

隋
書
』

經

籍
志

に
も

「

棊

毋

邃
注
三

都

賦
」

と

見
え

て

い

る
。

　

ま

た
、

『

文
選
』

李
善
注
に

引
か

れ

て

残
っ

て
い

る

も
の

に

は
、
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他
に

も

晉
の

郭
璞

に

よ

る
「

子

盧
賦
」

「

上

林

賦
」

（

『

文

選
』

卷

七
・

八
）

の

注
・

潘
岳
の

「

射
雉
賦
」

（

『

文

選
』

卷
九
）

に

対

す

る

謝
靈
運

と

同

時
代
の

徐
爰
の

注
な
ど

が

あ
り
、

時

代

不

明
の

も

の

で

は

先
に

触
れ
た

班
固
の

「

幽

通

賦
」

（

前
出
）

に

対
す

る

項
岱

の

注
も
あ

る
。

　
散

佚
し

た

も
の

と
し

て

は
、

魏
の

傅
巽
の

注
し

た

「
二

京

賦
」

・

晉
の

蕭
廣
濟
の

注
し

た

「

木

玄
虚
海
賦
」

・

時
代
が

不

明
の

晁
矯
の

注

し

た

「

二

京

賦
」

な
ど
が

『

隋
書
』

經

籍
志
に

見

え

て

お

り
、

当

時

多
く
の

賦
の

注
が

作
ら

れ
て

い

た
こ

と
が

う
か

が

え

る
。

　
ま

た
、

後
に

触

れ

る

よ

う

に

「

山
居
賦
」

自
注
に

は

音
注

が

見

え

る
が
、

音
注
の

書
と

思

わ

れ
る
例
も、

程
氏

が

挙
げ

る

よ

う
に

、

『

隋
書
』

經
籍
志
に
、

先
に

引
い

た

左

思
の

「

齊
都
賦
二

卷

井
音
」

の

他
に

、

李

軌
（

晉
）

と

棊
毋

邃
の

「

二

京
賦
音
二

卷
」

、

同
じ

く

李
軌
撰
の

「
二

都

賦
音
一

卷
」

、

謝
靈
運
と

同
時

代
と

思

わ
れ

る
「

百

賦
音
十
卷

、

宋

御
史
楮
詮
之

撰
」

な
ど

が

見
え

て

い

る
。

　
こ

の

よ

う
に

見
て

く

る
と

、

謝
靈
運
の

「

山
居
賦
」

の

自
注
は

、

賦
の

注

釈
が

盛
ん

に

行
わ

れ

た

時

代
を

背
景
に

生

み

出
さ
れ

た

と

思
わ

れ
る
の

で

あ
る

。

　

以

上
、

本

節
で

は
、

自
注
と

賦
の

注
の

変
遷
の

面

か

ら
「

山

居

賦
」

の

位
置
づ

け
を

試

み
た

。

自
注
を

施
す
と

い

う

行

為
は

、

謝

靈
運

以

前

に

も

行
わ

れ

て

い

た

可

能
性

が

あ

り
、

賦

に

限
ら

な
け

れ

ば
、

謝
靈
運

以

前
に

も
戴
凱
之
の

『

竹
譜
』

と

常
糠

の

『

華

陽

國
志
』

と
い

っ

た
前
例
が

現
存
し

、

後
に

は

張
淵
の

「

觀
象
賦
」

・

顏
之

推
の

「

觀
我
生

賦
」

と
い

っ

た

例

が

作
ら

れ

て
い

た
。

ま
た

、

賦
の

注
全

体
を

眺

め

て

み

る

と
、

漢
魏
以

降

数
多
く
の

注
が

生
ま

れ
て

い

る

こ

と

が

確
認
で

き
た

。

謝
靈
運
の

「

山
居
賦
」

自

注
は
、

確
か

に

賦
の

自
注
が

ほ

ぼ

完
全
な

形

で

現

存
し

て

い

る

と
い

う
点

で

は

先
駆

的
な
も
の

で

は

あ
る

が
、

や
は

り

こ

う
い

っ

た

時

代
の

流
れ

が

あ
っ

た

か

ら
こ

そ

生

ま
れ

た

も
の

で

あ
る

と
い

え

よ

う
。

　

　

　
三

　
「

山

居

賦
」

の

自
注

　

次
に
、

実
際
に

「

山

居
賦
」

の

自

注

に

つ

い

て

検

討
し

て

い

こ

う
。

「

山

居
賦
」

は

自
注
が

挿
入

さ

れ
て

い

る
こ

と

に

よ
っ

て

機
械

的
に

全
四

七

章

に

分
け

る

こ

と

が

で

き
、

森
野

博
士

は

そ

れ
を
全

一

四

章
と

し

た

上

で

そ
の

中
の

章
を

細
か

く
節
と

し

て

分
け
て

お

り
、

東
氏

は
こ

の

四

七

章
を

そ

の

ま

ま

数
字
で

称
し

て

い

る
。

こ

こ

で

は

分
か

り

や

す
く
す

る

た

め
、

両

方
の

分
け
方
を

併
記
す
る

こ

と

と
し

た
。

テ

キ

ス

ト

に

は

中
華
書

局
点
校
本

『

宋

書
』

を
用

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
り　

い
、

解
釈
に

際

し

て

は

森
野

博
士

『

謝

康
樂
文

集
』

お

よ

び

李
運

　

　

　
　

　

　
バ
リ

　

富
氏

『

謝
靈
運

集
』

を
参
照
し

た
。

　

「

山
居

賦
」

を

自

注
と

と

も
に

冒
頭
か

ら

読
ん

で

い

て

気

付
く

の

は
、

あ
る

部

分
で

は

音
注

が

中
心

に

な
り
、

あ

る

部
分
で

は

辞

書
的
な
説

明
が

中
心

に

な
り
、

あ
る

部

分
で

は

山
居
の

状
況

を

記

す
こ

と

が

中
心

に

な
っ

て

い

る

と

い

う
風

に
、

非
常
に

変
幻
自

在

の

自
注
が

施
さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

そ
の

こ

と

は
、

許
氏

が

自

注
を
付
け
た

理

由

を

五

つ

挙
げ

、

東
氏
が

自
注

を
七

種
類
に

分

類
し

た
こ

と
と

も
関
係
し

て

い

よ

う
。

　

従
来
の

研
究
に

お

い

て

は
、

こ

れ

ら
の

う
ち
、

語
義
に

関
す

る

辞

書
的
な
注
や

音
注

な

ど

に

は

余
り

注

意
が

払
わ

れ
て

来
な
か
っ
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た

が
、

こ

こ

で

は

全
て

を
対

象
と

す
る
こ

と

と

し
、

先
行

研
究
に

あ
ま
り

引
か

れ

て

い

な
い

部
分
を
中
心

に

見
て

行
き
た
い

。

　
ま

ず
、

表
現
の

意
図
を
説

明
し

た

部
分

を

含
む

例
を

見
よ

う
。

第
四

章

　
山
居
の

近

く
の

東

西

南

北
の

様

子

西

（

ほ

第
九

章
）

近

西

則
、

楊

賓

接
峯
、

唐
皇
連
縱

。

室
壁

帶

谿
、

竹

縁
浦
以
被
緑、

石

照
澗
而

映

紅
。

月

隱
山
而

成
陰、

木

鳴
柯
以
起

風
。

第
三

節

　
近

曾
孤
臨
江

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

み
ね

　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

た
て

　

近
き

西

に

は

則
ち

、

楊
・

賓

　
峯
を

接
し
、

唐
皇
　

縱
を

　

　

　
　

　

　

た
に

連
ぬ

。

室
・

壁

　
谿
を

帶
び
、

曾
・

孤

　

江

に

臨
む

。

竹
は

　

　
よ

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

お
ほ

　

　

　

　

　

　

た
に

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
う
っ

浦
に

縁
り

て

以
て

緑
を

被
ひ
、

石

は

澗
を
照
ら

し

て

紅
を

映

　

　

　
　

　

　
　

　

か

げ

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

え

だ

す
。

月

は

山

に

隱
れ

て

陰
を

成
し

、

木
は

柯
を

鳴
ら

し

て

以

て

風

を

起
こ

す
。

【

自
注
】

楊
中

・

元

賓
、

並

小

江
之

近

處、

與
山

相
接
也

。

唐
皇

便
從

北
出

。

室
、

石

室
、

在
小

江
口

南
岸

。

壁
、

小

江

北
岸

。

並

在
楊
中
之

下
。

壁

高
四

十
丈
、

色

赤
、

故
日

照

澗

而

映
紅

。

曾
山
之

西
、

孤
山
之

南
、

王

子

所
經
始
、

並

臨
江、

皆
被
以

緑

竹
。

山

高
月

隱、

便
謂
爲
陰
、

鳥
集
柯

鳴
、

便
謂

爲
風
也

。

楊
中
・

元

賓
は
、

並
び

に

小

江
の

近

處
に

し

て
、

山
と

相

　

　
　

　

　
　

　

　
　
す

な

は

　

　

　
　

　
　

　

い

ひ

接
す
る

な
り

。

唐
皇
は

便

ち
北
よ

り

出
づ

。

室
は

、

石

室
、

小

江
の

口

の

南
岸
に

在
り

。

壁

は
、

小
江
の

北

岸
な
り

。

並

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
ゆ

ゑ

び

に

楊
中
の

下
に

在
り

。

壁
は

高
さ
四

十
丈
、

色
は
赤
く
、

故

　

　
　

　

　
　

　

　

う
つ

に

澗
を
照

ら

し

て

紅
を
映

す
と

日

ふ
。

曾

山
の

西
、

孤

山
の

南
は

、

王

子

の

經
始
す
る

所
に

し

て
、

並
び

に

江

に

臨

み
、

　

　
お
ほ

皆
な
被
ふ

に

緑
竹
を
以
て

す
。

山
高

く
し

て

月
隱
る
、

便
ち

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

え
だ

謂
ひ

て

陰
と

爲
す

。

鳥
集
り

て

柯

鳴
る
、

便
ち
謂

ひ

て

風
と

爲
す
な

り
。

　
正

文

の

前
半
の

四

字
句
部
分
で

は
、

山
の

状
況

が

表
現
さ
れ

、

後
半
は

風
景
描
写

が

中
心

と
な
っ

て

い

る
。

自
注

に

お

い

て

は
、

「

楊
中
」

「

元

賓
」

「

唐
皇
」

と

い

っ

た

固
有

名
詞

が

詳
し

く

説
明

さ

れ

て
い

る
。

「

壁
は

高
さ
四

十

丈
」

以
下

の

部
分
は

、

『

管
錐
編
』

が
、

自
注
が

な

い

と

「

映

紅
」

は

花
の

こ

と

と

勘
違
い

さ
れ

る

可

能
性

が

あ
る

と

指
摘
す
る

よ
う

に
、

自
注

に

よ
っ

て

描
写
の

意
味

が

明

か

さ

れ

た

部
分
と
い

え

る

だ
ろ

う
。

『

管
錐
編
』

は

ま
た
、

重

複
し

た

感
の

あ

る

「

木

鳴

柯
」

の

表

現
は

、

自
注

を
見

れ

ば

鳥
の

こ

と

で

あ

る

と

分
か

る
が

、

「

鳥
鳴
柯
以

起
風
」

と

し

な
い

の

は
、

ま
る

で

虎
で

も
吠
え

て

い

る

よ

う
だ
と

譏
ら

れ
る

た

め

で

あ
ろ

う

か
、

と

揶
揄
し

て

い

る

が
、

見

る

角
度
を

変
え
れ

ば
、

自
注
が

な

け
れ

ば
か

な

り

解
釈

が

難
し

い

部

分
が

、

自
注
に

よ
っ

て

意
味
が

分
か

り

や

す
く
な
っ

て

い

る
と

い

え

る
だ

ろ
う

。

　
次
に

、

辞
書
的
な

注
や
音
注
を
含
む

例
を
見

て

み

た
い

。

第
五

章

　
山
居
か

ら

遠
く
の

東
西

南
北
の

様

子

　
第
四

節
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遠
北
（

11
第
一

四

章
）

遠
北

則
長
江

永

歸
、

巨
海
延
納

。

焜

漲

緬
曠

、

山

縱
横
以
布
護、

水
迴
沈
而

榮
混

。

信
荒
極
之
綿
眇、

究
風
波
之

揆
合

。

島
嶼
綢

沓
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
ひ

を
さ

こ

ん

ち
や

う

　
遠
き
北
に

は

則
ち

長
江
永
く
歸
り
、

巨
海
延
き

納

む
。

焜

漲

　
め
ん

く
わ

う

　
　

　
　

　
　
　

　
　

ち

う
た
ふ

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ひ

ろ

が

は

緬

曠

と
、

島
嶼
は

綢
沓
た

り
。

山

は

縱
横
に

以
て

布
護
り

、

　
　
　

　
　
　
め

ぐ

　

ま

こ

と

　

　

　

は

る

水
は

迴
沈
し

て

榮
沮
る

。

信

に

荒
極
の

綿
眇
か

な

る
、

風

波

　
そ
む

　
　
　
　
　
　

　

き

は

の

蹼
き
A
口

ふ

を

究

む
。

【

自
注
】

江
從
山

北
流

、

窮
上

虞
界

。

謂
之
三

江

口
、

便

是

大

海
。

老

子
謂
海

、

爲
百

谷
王
、

以

其

善
處
下

也
。

海
人
謂

孤

山
爲
焜

。

薄
洲

有
山

、

謂
之

島
。

嶼、

即
洲

也
。

漲
者

、

沙

始
起

將
欲
成

嶼
。

縱

横、

無

常
於
一

處
。

廻

沈
、

相

繁
擾

也
。

大
荒
東
極
、

故

爲
荒
極

。

風
波
不

恒
、

爲
揆
合
也

。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
き
は

　

江
は

山
北
に

從
ひ

て

流
れ

、

上

虞
の

界
に

窮
ま

る
。

之

を

三

江
口

と

謂
ひ
、

便
ち

是
れ

大

海
な
り

。

老

子
海

を
謂
ひ

て
、

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
を

百

谷
の

王

と

爲
る

は
、

其
の

善
く

下
に

處
る
を

以
て

な
り
、

と
。

海
人

　
孤

山
を
謂

ひ

て

焜
と

爲
す

。

薄
洲
に

山
有
る
、

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
す

な

之
を
島
と

謂
ふ

。

嶼
は

、

即
ち

洲
な

り
。

漲
と

は
、

沙
の

始

め

て

起
こ

り

て

將
に

嶼
を
成
さ

ん

と

欲
す
る

な
り

。

縱
横
は
、

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
え

い
ぜ

う

常
に
一

處
に

於
い

て

す
る

無
き
な

り
。

廻

沈
は
、

相
ひ

繁
擾

す
る

な
り

。

大

荒
の

東

極
な

れ
ば
、

故
に

荒
極
と

爲
す

。

風

波

つ

ね

　
　

　

　
　

　
　
た

め

　

　
き

が

ふ

恒

な
ら
ず、

爲
に

醗
合
す
る

な
り

。

　
山

居
の

遠
北

の

状
況

を

詠
じ

た

部
分
で
、

自
注

で

は

大
ま

か

な

状
況
に

対

す

る

注
と

『

老

子
』

の

引

用
を

行
っ

た

後、

「

焜
」

「

島
」

「

漲
」

と
い

っ

た
言
葉
が

丁

寧
に

説
明

さ
れ
て

い

る
。

「

漲
」

は

や

や

特

殊
な

意
味
の

使
い

方

な
の

で

説

明

も

必

要
で

あ

ろ

う

が
、

「

島
」

「

嶼
」

に
つ

い

て

は
、

他
の

語
に

説
明
が

な

く、

こ

れ
ら
に

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ロ

　

の

み

説

明
が

あ
る
理

由

が

不

明
の

よ

う
に

も
思

わ

れ
る

。

第
八

章

　
山
居
付
近
の

動
物
に
つ

い

て

い

て

（
11
第
二

五

章
）

第
二

節

　
鳥
に

つ

鳥
則

、

鶻

鴻

鵙
鵠

、

鵬
鷺
鴇
欄

。

難
鵲

繍
質

、

鶴
鸛
綬
章
。

晨
鳧
朝
集

、

時
鷸
山
梁

。

海
鳥
違
風

、

朔
禽
避
涼

。

黄
生

歸
北、

霜
降
客
南

。

接
響
雲

漢
、

侶
宿
江
潭

。

聆
清
哇
以

下
聽

、

載
王

子
而

上

參
。

薄
回

渉
以

弁
翰

、

映
明
壑

而

自
耽

。

　
　

　
　
　
　

　
こ
ん

　

　

　

　

　
い

つ

　
の　
こ

く

　

し

う

　
　

　

　

　
は
つ

　

　

し
や

う

　

鳥
に

は

則

ち
、

鵬
・

鴻
・

鵙
・

鵠、

鵬
・

鷺
・

鴇
・

橢

　
　

　
　
　
　

　
ぬ

ひ

と
り

　

　
　
　

　

　

　
　

か
つ

　

　
て

き
　
　

　
　

お
び

ひ

も
　
　

あ

や

あ
り

。

難
・

鵲
に

は

繍

の

質
あ

り
、

鷂
・

鸛
に

は

綬

の

章

　
　

　
し
ん

ぷ

　
　

あ

し
た

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　
じ

け

う

あ
り

。

晨

鳧
は

朝

に

集
ま

り
、

時

鷸
は

山
梁

に

あ
り

。

海

　
　

　
　
さ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

つ

ば
な

鳥
は

風
を

違
け

、

朔

禽
は

涼
を
避
く

。

黄

生
じ

て

北
に

歸

り
、

霜
降
り

て

南
に

客
と

な
る

。

響
き

を

雲
漢
に

接
し
、

江

　
　

　
　
　
　

　
　
　
き

潭
に

侶
宿
す

。

清
哇

を

聆
き
て

以
て

下

り

聽
き

、

王

子

を

載

　
　

　
　
ゆ

　

　

　
　

い

さ
さ

　
　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
は
ね

　
　
せ

は

せ

て

上

り

參
く

。

薄

か

回

渉
し

て

以
て

翰
を

辨
し

く
し

、
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う

つ

　

　
　

　
　

　
　

　
ふ
け

明

壑
に

映

し

て

自
ら

耽
る

。

【

自
注
】

鶴

音
昆

。

鴻
音
洪

。

鵙
音
溢

。

左

傳
云

、

六

鵙
退

飛
、

字
如
此

。

鵠
音
下
竺

反
。

樢
音
秋

。

鷺
音
路

。

鴇
音
保

。

鵝
音
相

。

唐
公

之

馬、

與
此
鳥
色

同、

故

謂
爲
鸛

、

音
相

。

鷄
鵲
鷂
鸛

、

見

張

茂
先
博
物
志
。

鸛
音
奮
、

亦
雉
之

美
者、

此
四

鳥
並

美
采

質
。

鳧
音
符

、

野
鴨
也

、

常
待
晨
而
飛

。

鷸

　

　
　

　
の　

音
己

消

反
、

長
尾

雉
也

。

論
語

云
、

「

山

梁

雌
雉

、

時
哉

時

哉
。

」

海
鳥

爰
居

、

臧
文

仲
不
知
其

鳥
、

以
爲

神
也

。

事

見

左

傳
。

朔
禽
、

雁
也
、

寒
月

轉
往
衡
陽

。

禮
記

、

霜
始

降、

雁
來

賓
。

歳
莫
云
、

雁
北

向
。

政

是
陽
初
生

時
、

黄
生

歸
北
、

霜
降
客
南

。

山
難
映

水
、

自
翫

其
羽
儀
者

。

　
こ
ん
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

い

つ

　
　

　
　
　

　

い

つ

　

鵬
の

音
は

昆
。

鴻
の

音
は

洪
。

鵙
の

音
は

溢
。

左

傳
に

、

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
カ

　
　
　
　

　

　
　
　

　

　
　

こ
く
　
　
　

　
　
　
　

ゐ

と

く

六

鵙
退

き

飛

ぶ

と

云

ひ
、

字
は

此
く
の

如
し

。

鵠
の

音
は

下
竺

　

　
　
し
う

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

は
う

　

　
　

　
　

　
　

　
　

し
や

う

の

反
。

鵬
の

音
は

秋
。

鷺
の

音
は

路
。

鴇
の

音
は

保
。

　
樢

の

音
は

相
。

唐
公

の

馬
、

此
の

鳥
と

色

同
じ

、

故
に

謂
ひ
て

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

か
つ

　
　
て

き

鵬
と

爲
す

。

音
は

相
。

鷄
・

鵲
・

鶴
・

鸛

は
、

張
茂

先
の

博

　

　
　

　

　
　
て
き
　
　
　
　

　
　
　

て

き

物
志

に

見

ゆ
。

鸛
の

音
は

瞿、

亦
た

雉
の

美
な
る

者
。

此
の

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

ふ

四

鳥
は

並

び

に

美
し

き
采

質
あ

り
。

鳧
の

音
は

符
、

野
鴨
な

　

　
　

　
あ
し
た

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

け

う

り
、

常
に

晨

を
待
ち

て

飛
ぶ

。

鷸
の

音
は
己

消
の

反
、

長

尾
の

雉
な
り

。

論
語

に

云
ふ
、

山

梁
の

雌
雉

、

時
な
る

哉

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
ゑ
ん

き
ょ

　

　

ざ

う

ぶ
ん

ち

ゆ

う

時

な
る

哉
、

と
。

海

鳥
は

爰
居

、

臧

文

仲

　
其
の

鳥
を

知

ら

ず
、

以
て

祚
と

爲
す

な
り

。

事
は
左

傳
に

見

ゆ
。

朔
禽
は

、

雁
な

り
、

寒
月

に

轉
じ

て

衡
陽
に

往
く

。

禮
記
に

、

霜
始
め

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

く
　

　
　

　

　
　
　

ニ

ニ

て

降
り

、

雁

　
來
り

賓
す、

と
。

歳
　
莫
れ
て

云

に
、

雁
は

　

　

　
　

　

　
ま

さ
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

つ

ば
な

北

に

向

か

ふ
。

政
に

是
れ

陽
の

初
め

生

ず
る

時
。

黄

は

生

じ

て

北
に

歸

り
、

霜
は

降
り

て

南
に

客
と

な
る

。

山

難
は

水

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
た
の

に

映

し

て
、

自
ら

其
の

羽

儀
を

翫
し

む

者
な

り
。

　
正

文
の

前

半
で

は
主

に

鳥
の

名
が

列

挙
さ

れ

て

お

り
、

後
半
で

は

鳥
の

描
写
が

行
わ
れ
て

い

る
。

正

文

よ

り

は

る

か

に

長
い

自
注

は
、

前
半
は

音
注
が

ほ

と

ん

ど

で

あ

り
、

後
半
は

資
料
を

引
き
つ

つ

説

明
が

加
え

ら

れ
て

い

る
。

前
半

部
分
を
見

る

と
、

声

訓
あ

る

い

は

破
音
字
の

音
を
定
め

る

な

ど

の
、

音
注
と

意
味
の

注
を

兼
ね

る

と

い

う
も
の

で

は

な
く

、

純

粋
に

音
の

み

を

示
す
場

合
が

ほ

と

ん

ど
の

よ

う
で

あ
る

。

後
半
に

は
、

「

此
の

四

鳥
は

並

び

に

美
し

き

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ぬ

ひ

と
り

　

　
　

　

　
　

　
　

　

お

び
ひ

も

　
　
あ

や

采
質
あ
り

」

と
い

う
の

が

正

文
の

「

繍

の

質
あ

り
」

「

綬

の

章

あ

り
」

と
い

う
表

現
の

説
明

で

あ

る

よ

う
に
、

正

文

を

理

解
す
る

上

で

の

必

要
性
が

う
か

が

え

る

も
の

も
あ

る

が
、

臧
文

仲
が

海

鳥

の

鳥
を
知
ら

ず
に

神
か

と

思
っ

た

と
い

う
『

左

傳
』

の

故
事
が

引

か

れ
て
い

る

の

な
ど

は
、

正

文
理

解
の

上

で

は

ほ

と

ん

ど

関
係
が

な
い

よ

う
に

も

見

え

る
。

　

齋
藤
氏

と

東
氏

が

と

も
に

引
く

、

「

第
十
一

章

　
南
北
両
居
の

自

然
に

つ

い

て

　
第
一

節

　
南
山
の

住
居
と

周
囲
の

自
然
」

（

11
第
三

四

章
）

の

部
分
の

自
注
に

も
、

正

文

と

は

「

む
し

ろ

全
く

別

個
の

文

章
と

し

て

成
り
立
っ

て

い

る

よ

う
に

さ

え

見

え
る
」

（

東
氏
）

注

が

あ

り
、

そ
れ

が

両
氏

が

指
摘
さ
れ

る

賦
の

文
章
の

美
と

現
実
と

の

関
係
と

い

う
点
に

結
び
つ

い

て

い

く
の

だ
が

、

こ

の

『

左

傳
』

の

故
事
の

場
合
な
ど

は
、

賦
の

正

文

と

も

現
実
と

も
関
係

性
を
持
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た

な
い

よ

う

に

も

思

わ

れ

る
の

で

あ
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ゆ

　

そ
し

て

そ
の
一

方
で

、

例
え
ば
「

王

子

を

載
せ

て

上

り

參

く
」

の

句
を

理

解
す
る
た

め

に

は
、

王

子

喬
が

鶴
に

乗
っ

て

昇
仙
し

た

と
い

う
故
事
を

知
っ

て

い

る

必

要

が

あ
ろ

う
が
、

こ

れ
に

つ

い

て

は

自
注
で

は

全
く
触
れ

ら
れ
な
い

。

『

管
錐
編
』

に

も
指

摘
さ
れ

て

い

た
、

統
一

性
の

な
い

例
の
一

つ

と

も
見

な
せ

よ

う
。

　

統
一

性
の

な

さ
と

い

う

点
か

ら
い

え

ば
、

音
注

が

施
さ

れ
て

い

る
こ

と
自

体
に

関
し

て

も
同

様
の

こ

と

が

指
摘
で

き

る
。

こ

の

よ

う
な

音
注

は
、

第
八

章
「

山
居
付

近
の

動
物
に

つ

い

て
」

（

11

第
二

四
〜
二

六

章
）

の

部
分
に

集

中
的
に

用
い

ら

れ
、

そ
の

後
は

第
十

章
「

山
居
に

お

け
る

山
作

・

水

役
・

採
拾
の

諸
事
に

つ

い

て
」

（

11

第
二

三

章
）

の

部
分

に

の

み

用

い

ら
れ

て
、

他
に

は

見

ら

れ

な
い

も
の

で

あ

る
。

例
え
ば

「

第
七

章

　
山

居
附
記

の

植
物
の

様
子
」

に

は

「

第
一

節

　
水

草
に
つ

い

て
」

「

第
二

節

　
薬
草
に

つ

い

て
」

（

11
第
一

九
・

二

〇
章
）

と

い

っ

た

馴

染
み
の

な
い

植
物

名
が

列

挙
さ

れ
る

部
分
が

あ
る

が
、

そ
こ

に

は

音
注
は

施
さ

れ
て

い

な
い

の

で

あ

る
。

　
こ

の

よ

う
な

統
一

性
の

な
さ
を

感
じ

さ
せ

る

例
を

も
う
一

つ

挙

げ
て

み

よ

う
。

第
十
一

章

　
南

北
両

居
の

自
然
に

つ

い

て

で

の

暮
ら

し

（

11
第
三

八

章
）

第
四

節

　
山
居

春
秋
有
待

、

朝
夕

須
資

。

既

耕
以

飯
、

亦

桑
貿
衣

。

藝
菜
當
肴

、

採
藥
救
頽

。

自
外

何
事

、

順
性
靡

違
。

法
音
晨
聽、

放
生

夕

歸
。

研
書
賞
理
、

敷
文

奏
懐

。

凡

厥

意
謂、

揚
較
以

揮、

且

列
于
言、

誡
特
此
推

。

　
　
　

　
た

の

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

も
つ

　
春
秋

　
待
む
有
り
、

朝
夕

　
須
て

資
と

す
。

既
に

耕
や
し

　
　
　
く
ら

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
か
　

　
　
　
　
　
　

　

　
う

て

以

て

飯
ひ

、

亦
た

桑
と

り

て

衣
に

貿
ふ

。

菜
を

藝
ゑ
て

肴

　
あ

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
お
と

ろ

　
　

　
　

　

　
　

　
こ
の

ほ
か

に

當
て
、

藥
を
採
り

て

頽
へ

を

救
ふ

。

自
外
に

何
事
あ
ら
ん
、

　
　
し

た
が

　

　

　

た

が

　

　

な
　

　
　

　
　

　
　

　

　

あ
し

た

性
に

順

ひ

て

違
ふ

靡
し

。

法

音
　

晨

に

聽
き
、

放
生

し

て

　
　
　

　
　
　

　
　
き
は

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
お

も

夕
べ

に

歸
る

。

書
を

研
め

て

理

を
賞
し
、

文
を

敷
き
て

懷
ひ

　
の

こ

お

も

　

ふ

る

か

を

奏
ぶ

。

凡

そ

厥
の

意
に

謂
ふ

を
、

揚
較

し

て

以
て

揮
ひ

、

且

　
　
　
つ

ら

　
　
　
　
い

ま

し

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
お

つ

言
に

列
ね
、

誡

め

と

し

て

特

に

此
に

推
す

。

【

自

注
】

謂
寒

待
綿

纏、

暑
待

締
絡、

業
以
待
之

。

藥
以
療
疾
、

又

在
其

外。

不

然
。

至

於

聽
講
放
生

、

研
書
敷
文
、

揚
較、

班
固
亦
云

揚
較
古

今
、

其

義
一

右
揚
較
而

陳
之
。

朝
夕

喰

飮、

設

此

諸

事
之

相
推
、

自
不

得

皆
其

所

好。

韓

非
有

也
。

左

思
日
、

爲
左

　
　

　
　
　

　
　
た
の

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ち

げ

き

　
寒
に

は

綿
績
を

待

み、

暑
に

は

締

総

を

待
み
、

朝

夕
の

准

飮
、

此
の

諸
業
を
設

け

て

以

て

之
を

待
む

を
謂

ふ
。

藥
の

以

　
や

ま
　

　

　
　
い

や

て

疾
ひ

を

療
す
は

、

又

た

其
の

外
に

在
り

。

事
の

相
ひ

推
す

　
　
お

の

つ

か

は
、

自

ら
然
ら

ざ

る

を

得

ず。

講

を

聽

き
生

き
た

る

を
放

　
　

　
　
き

は

ち
、

書
を

研

め

文
を
敷

く
に

至
っ

て

は
、

皆
な

其
の

好
む

所

な
り

。

韓

非
に

揚
較
有
り

、

班
固
も
亦
た

古
今
を

揚
較
す
と

　
　

　
　
　

　
い

つ

云

ふ
、

其
の

義
一

な
り

。

左

思
曰

く
、

左

右
の

爲
に

揚
較
し

　
　

　
の

て

之

を

陳
ぶ

、

と
。
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正

文

は

山

居
に

お

け

る

暮
ら

し

ぶ

り

を

詠

じ

て

お

り
、

前

半
で

は

農
耕
生

活

に

つ

い

て

述
べ

た

後
、

後

半
で

は

精
神
的

な

活

動

に

つ

い

て

描
写

し

て

い

る
。

そ

れ

に

付
け

ら

れ

た

自
注
で

あ
る

が
、

前
半
は

正

文

全
体
の

大
ま

か

な

ま

と

め

と

な
っ

て

い

る
の

に

対
し

、

後
半
は

「

揚
較
」

の

語
に

施
さ

れ

た

注

で

あ
っ

て
、

一

語
に

対
し

て

わ
ざ
わ

ざ

『

韓
非

子
』

・

班

固
（

『

漢
書
』

敍
傳
）
・

左
思

（

「

蜀

都
賦
」
）

の

三

つ

の

資
料
を

引
く

と
い

う

徹
底
ぶ

り

で

あ
る

。

こ

の

辺

り

に

も
統
一

性
の

な

さ

が

感
じ

ら

れ

る
の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

　
こ

の

統
一

性
の

な

さ
と

い

う

問
題

は
、

実
は

先
に

述
べ

た

「

山

居
賦
」

自

注
の

多
様
さ
と

も
関
わ
っ

て

く
る

。

例

え

ば
も

し

謝
靈

運
の

注

が

音
注
ば
か

り

で

あ
っ

た

ら
、

統
一

感
は

あ
っ

た

で

あ
ろ

う
が
、

実
際
は

そ

う
な
っ

て

お

ら

ず、

多
彩
な

姿
を
見

せ

て

い

る

の

で

あ
る

。

　

以
上
、

紙
幅
の

関
係
で

あ
ま

り

多
く
を

挙
げ
る

こ

と

は

で

き
な

か

っ

た

が
、

先

行
研
究
に

は

あ

ま

り

触
れ
ら

れ
て

い

な
い

例
を

中

心
に

挙
げ

、

従
来
注
目

さ
れ

て

き
た

、

作

者
謝
靈
運

で

な
け
れ

ば

書
け

な
い

よ

う

な
注
の

他
に
、

音
注
や
辞

書
的
な
注
、

統
一

性
の

な
さ
が

感
じ

ら

れ
る

注
に
つ

い

て

も

俎

上
に

載
せ

て

み
た

。

　

で

は

な
ぜ
こ

の

よ

う
な
注
が

施
さ
れ

て

い

る
の

で

あ

ろ
う

か
。

単
に

謝
靈
運

が

千
年

以
上

も

前
の

人
で

、

現
代
の

我
々

か

ら

見
た

統
一

性

と
い

う
も
の

と

無
縁
だ
っ

た

か

ら
で

あ

ろ

う
か

。

　

恐
ら
く
そ

う
で

は

あ

る

ま
い

。

第
二

節
で

賦
の

自
注

の

例
と

し

て

挙
げ
た

張

淵
の

「

觀
象

賦
」

に

施
さ
れ

た

自
注
は
、

天

体
を

詠

ず
る

正

文

に

対
応
し

た
、

天

体
の

名

称
や

運
行
に

関
す
る

注
が

ほ

と

ん

ど

で

あ

り
、

辞

書

的

な
注
も

散
見
す
る

が
、

本
文

に

即

し

て

解
説
す
る

注

と

ま

と

め

る

こ

と

が
で

き
る

。

顏
之

推
の

「

觀

我
生

賦
」

の

自
注

も

歴
史
的
事
実
に

関
す

る

注
が

ほ
と

ん

ど
で

あ
っ

て
、

『

管
錐

編
』

は

謝
靈

運
と

比

較
し

て

そ
の

注
の

謹
厳
さ
を

称

え

て

い

る
。

　

自

注
で

は

な
い

が
、

逆
に
、

辞
書
的

な
注
・

音
注
・

出
典
の

引

用
・

表
現
意
図
の

解
説
な
ど
の

各
種
の

注
を
全

体
に

わ

た
っ

て

施

し

て

い

る

と

い

う

意
味
で

統
一

性
が

あ

る

も
の

と

し

て
、

前
節
で

触
れ

た

「

二

京

賦
」

の

薛
綜

注

や
「

三

都

賦
」

の

劉
逵

注
が

挙

げ

ら

れ

る
。

『

文
選
』

か

ら

李

善
の

注
を
除
い

て

み

る
と

、

こ

れ

ら
の

注
が

正

文
全

体
に

対
し

て

様
々

な
注

を

施
し

て

お
り

、

全
体
と

し

て

統
一

が

と

れ
て

い

る
こ

と

が

確
認
で

き
る

の

で

あ

る
。

　

こ

の

こ

と

か

ら

考
え
る

と
、

恐
ら

く
謝

靈

運

も
統
一

感
の

あ

る

注
を
作
ろ

う
と

思
え
ば

作
れ

た

と

思

わ

れ

る
。

そ
の

謝

靈
運

が

こ

の

よ

う
な

多
彩
な
自
注

を

施
し

た

と

い

う

こ

と

は
、

こ

れ

ら

す
べ

て

を
靈

運
が

必
要

と

感
じ

た

か

ら

書
か

れ

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う

か
。

　

例
え
ば

音
注
に
つ

い

て

い

え
ば
、

先
に

引
い

た

部
分
が

音
注
の

み

に

終
始
せ

ず
、

後
半
部
分
に

は

内

容
に

関
す

る

注

も
施
さ

れ
て

い

た
と
い

う
こ

と

は
、

謝
靈
運

が

音
注
の

必

要

性
を

感
じ

て

い

た

こ

と
を

側
面
か

ら

説

明
し

て

い

よ

う
。

も

し

読

者
に

意
味
を

説
明

す
る
の

が

主
眼
で

あ
っ

て

音
注

の

必

要

性

が

な
い

の

で

あ
れ

ば
、

音
注
を

施
さ
ず

、

内

容
に

関
す

る

注
の

み

に

す

れ

ば
よ

か
っ

た

は

ず
で

あ
る

。

そ

の

よ

う
な

部
分
は

他

に

も

多
い

の

だ
。

一 56 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soclety 　of 　Chlnese 　Llt 二erature 　of 　t二he 　卜hddle 　Ages

　

先
に

述
べ

た

よ

う

に

こ

れ
ら
が

純
粋
に

音
の

み

を

示

す
注
で

あ

る

と

い

う
こ

と

は
、

読
者
に

正

し

い

音
で

読
ん

で

韻
律
の

美
し

さ

を

感
じ

て

ほ

し

い

と
い

う
の

が

最
大
の

目

的

で

あ
っ

た

と

思
わ

れ

る
。

そ

れ

が
一

部
に

し

か
つ

い

て

い

な
い

の

は
、

や

は

り

鳥

獣
の

名
前
が

列

挙
さ

れ
る

よ

う
な
部

分
は

見

慣
れ

な
い

文

字
の

羅
列

に

な
る

が
、

退
屈

な
羅

列

に

見
え
る

そ
の

部
分
こ

そ

音
の

工

夫
を
し

て

い

る

こ

と

を

示

そ

う
と

し

て

い

る
の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

　

辞
書
的

な
注
が

施
さ
れ

た

り
、

有
名
な

出

典
が

引
用

さ

れ
て

い

る
の

も
、

読
者
に

こ

の

点
だ

け
は

押
さ

え
た

上

で

読

ん

で

ほ

し

い

と
い

う
謝

靈
運
の

思
い

の

現
れ
な
の

で

は

な
い

か
。

一

見
正

文

と

は

無

関
係
に

見

え

る

記

述

も、

謝

靈
運
に

と
っ

て

は
、

正

文
に

直

接
は

関
わ
ら

な

く
て

も
、

そ
の

背

景
を

知
っ

た

上

で

読

ん

で

ほ

し

い

と
い

う
こ

と

な
の

で

は

な

い

か

と

思
わ

れ
る

の

で

あ

る
。

　

　

　
四

　
お

わ

り

に

　

以
上

本
稿
で

は
、

「

山

居
賦
」

の

自
注

に

つ

い

て

筆
者
な
り

に

考

察
し

て

み
た

。

最
後
に
、

「

山
居

賦
」

が

以
上
の

よ

う
な
様
々

な
要

素
を

持
つ

注
に

な
っ

た
も

う
一

つ

の

理

由
を
、

な
ぜ

謝

靈
運
は

他

の

賦
に

は

自

注
を

施
さ
な
か
っ

た

か

と
い

う
こ

と

と

関

連
づ

け
て

考
え

て

み
た

い
。

　

謝

靈
運

に

は

同

じ

く
『

宋
書
』

に

引
か

れ

る

「

撰
西

賦
」

を
初

め

と

す
る

賦
の

作
品

が

他
に

も
あ

る

が
、

な
ぜ

「

山

居

賦
」

の

み

自
注

が

施
さ
れ

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

そ

の

最
大
の

理

由
は

や
は

り

山

水

詩

人

謝

靈
運

に

と
っ

て

の

始

寧
の

山
居

が

持
つ

重
要

性
と

い

う
こ

と

に

な
る

だ
ろ

う
。

謝
靈
運

に

と
っ

て

始

寧
の

自
然
と

い

う

も
の

は

非
常
に

大
き

な
存
在

だ
っ

た

た

め
、

賦
に

詠
ず
る

に

当
た

っ

て
、

単
に

正

文

で

華
麗
に

表
現

す

る
の

み
で

は

飽

き

た

ら

ず
、

表

現
の

彫

啄
を
要

し

な
い

注
の

形
式
で

詳
し

く
説

明
せ

ず
に

は

い

ら

れ

な
か
っ

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う

か
。

そ

し

て
、

そ

の

注

で

表

現
し

よ

う
と

し

た

こ

と

が
、

自

注
の

多
様
性
に

関
わ
っ

て

く

る
の

で

は

な
い

か

と

思
わ

れ
る

の

で

あ

る
。

　

第
二

節
に

挙
げ
た

従
来
の

賦
の

注

と

正

文
の

文

字

数
を
比

較
す

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　ハ
の　

る
と

、

次
の

よ

う
に

な
っ

て

い

る
。

作
品
名

正

文

字
数

注

釈
宇
数

対

正

文

比

西

京
賦
・

薛
綜
注

三

九

〇

八

五

四

四

八

一

・

三

九

東
京
賦
・

薛
綜
注

三

七

六

九

一
一

〇
三

四

二
・

九

三

思
玄
賦
・

旧

式

注

二

七

六

九

三

五

七

五

一

・

二

九

三

都
賦
序
・

劉
逵
注

三
＝

二

一

〇
七

○
・

三

二

蜀

都
賦
・

劉
逵
注

一

九

九

六

四
八

六

五

二
・

四

四

呉
都
賦
・

劉
逵
注

三

七

九

五

一
一

〇
三

四

二
・

九
一

魏
都
賦
・

劉
逵
注

三

九

五

九

九

〇
亠

企

二
・

二

九

射
雉
賦
・

徐
爰
注

七

七
二

二

＝
ハ

八

二
・

八
一

山

居
賦
・

自
注

三

九
一

五

四
九

三

二

一

・

二

六

觀
象
賦

・

自
注

一

二

六

三

三

七

六

三

二
・

九

八

觀
我
生

賦
・

自
注

二

〇

六

〇

＝
ハ

八

七

○
・

八

二

　
こ

の

表

を

見

る

と
、

現

存
す

る

資
料
に

よ

る

限

り
、

従
来
の

注

は
正

文
の

約
三

倍
の

量

ま

で

に

止

ま
っ

て

お

り
、

賦
の

注
の

量

は

お

お

よ

そ

こ

の

く

ら
い

ま

で

と

い

う

認

識
が

存
在
し

て

い

た

可

能
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性
が

う
か
が

え
る

。

　

も
し

そ

う
で

あ
っ

た

と

す

れ
ば

、

謝

靈
運

も
同

様
に

考
え
て

お

り
、

実

際
は

も
つ

と

膨

大
な

注
を
付
け

た

か
っ

た

の

だ

が
、

そ
の

中
か

ら
必

要
不

可

欠
な

も
の

だ

け

が

残
さ
れ

た

結
果
が

現
在
の
「

山

居
賦
」

自
注

な
の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

　

先
に

見
た

よ

う
に
、

こ

の

自

注
は
、

一

見

す
る

と

統
一

性
が

な

い

よ

う
に

感
じ

ら

れ
る

が
、

も

し

謝
靈
運
が

基
づ

い

た

出

典
の

全

て

を

引
用
し
、

罕
見
の

文
字
に

全
て

音
注
を

付
け

、

難

解
な
表

現

の

意
図

を

全

て

説
明

す
る
こ

と

に

よ
っ

て
、

統
一

的
な

注
を
付

け

る

と

し

た

ら
、

恐
ら

く
自
注

は

現
在
の

数
倍
の

量
に

な

る

で

あ

ろ

う
。

そ

う

な

る

と
、

現
在
で

さ

え
正

文
の
一

・

二

六

倍
の

量

が

あ

る
自

注
は
、

正

文
の

三

倍
を

遥
か

に

超
え

る

長
大
な

注
に

な
っ

て

し

ま

う
。

そ
の

た

め
、

謝

靈
運

は

そ

れ

を
避
け
よ

う
と

し

た

の

で

は
な
い

だ

ろ

う
か

。

　

こ

れ
に

関

連
し

て
、

次
の

よ

う

な
興
味

深
い

例
も

あ

る
。

第
七

章

　
山

居
付
近

の

植

物
の

様
子

い

て

（

段

第
一

九

章
）

第
一

節

　
水

草
に
つ

水
草

則、

萍
藻
薀

英
、

薑
蒲
芹
辣

、

蒹
菰
蘋

藥、

蘊
蒋
菱

蓮
。

雖
備
物

之

偕
美

、

獨
扶
渠
之

華
鮮

。

播
緑
葉
之

鬱
茂、

含
紅
敷
之

繽
翻

。

怨
清
香
之

難
留、

矜
盛
容
之

易
闌

。

必
充
給
而

後
搴、

豈

惠
草
之

空

殘
。

卷

敏
弦
之

逸
曲、

感
江
南
之

哀
歎

。

秦
箏
倡
而

溯
游
往

、

唐
上

奏
而

舊
愛
還

。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
う
ん

た

ん
　
　

か

ん

ぽ

　
　

き
ん

そ
ん

　

け
ん

こ

　

　

ひ
ん

　

　

　
　

　

　

　
へ
い

さ

う

　

水
草
に

は

則
ち
、

萍
藻

・

薀

葵
、

藍
蒲

・

芹
孫
、

蒹
菰
・

菰

ぱ

ん

　
　
せ
つ

か
う

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

み

藥
、

蘿
蒋
・

菱

蓮
あ

り
。

備
は

り
し

物
の

偕
な
美
な

り

と

雖

も
、

獨
り

扶

渠
の

華
の

み

鮮
や
か

な
り

。

緑
葉
の

鬱
茂
た

る

　
ひ
ろ

　

　

　
　
　
　
　
　

ひ
ん

ぱ
ん

を

播
げ

、

紅
敷
の

繽
翻

た

る

を

含
む

。

清
香
の

留
め

難
き
を

　

　

　
　

　

お
と
ろ

　
　
　

　
　
　

を

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
あ

怨
み

、

盛

容

の

闌
へ

易
き
を

矜
し

む
。

必

ず

給
に

充
て

て

後

　
と

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　
そ
ニ

な
　

　

　
　

　
　

　
こ
う

げ
ん

に

搴
り
、

豈

に

慧
草
の

ご

と
く
空
し

く

殘

は
ん

や
。

敏
弦
の

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

い

う

　

　

　
あ

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

う
た

　
　
　

　
　
そ

逸
曲

に

卷
き

、

江
南
の

哀
歎
に

感
ず
。

秦

箏
の

倡
は

れ
て

溯
游

　

　
ゆ

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
か
へ

し
て

往
き、

唐
上
の

奏
さ
れ
て

舊
愛
は

還
る

。

【

自
注
】

搴
出

離
騷

。

敏
弦

是
采

菱
歌
。

江

南
是

相
和
曲

、

云

江
南
采

蓮
。

秦

箏
倡

蒹
茄

蔦
、

唐
上

奏
蒲
生

詩
、

皆
感

物

致
賦

。

魚
藻
蘋
藥
蒋
亦
有
詩

人

之
詠

、

不

復
具
敍

。

　
け
ん

　
搴
は

離
騒
に

出
づ

。

敏
弦
は

是
れ

采
菱
歌

。

江

南
は

是
れ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
う
た

相
和
曲

、

江
南
　
蓮
を

采
る
と

云

ふ
。

秦
箏
も
て

蒹
茄

篇
を

侶

　

　
　

　

　
　
ほ

せ
い

ひ
、

唐
上

も
て

蒲
生

の

詩
を

奏
す

。

皆
な

物
に

感
じ

て

賦

す

る

を
致
す

。

魚
藻
・

蘋
・

藥
・

苻
も
亦
た

詩
人
の

詠
有
る

も
、

ま

　

　

つ

ぶ
　

　

　
　
　
　
の

復
た

具
さ
に
は

敍
べ

ず
。

　
正

文

で

は
、

水

草
を

列
挙
し

た

後
、

そ

れ
に

ま
つ

わ
る

音
楽
の

故
事
を

詠
じ

て

い

る
が

、

そ
の

自
注
に

「

魚

藻
・

蘋
・

繋
・

蒋
も

亦
た

詩

人
の

詠
有
る

も
、

復
た

具
さ

に

は

敍
べ

ず
」

と
い

い
、

で

き
れ

ば

も
っ

と

書
き
た

か
っ

た

よ

う
な
口

ぶ

り

で

あ
る

。

齋
藤
氏
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が

「

表
現

を

尽

く
す

こ

と

が

求
め

ら
れ
る

賦
と

い

う
文

体
に

お
い

て
、

そ
の

不

十
分
さ
へ

の

お
そ

れ

が

賦
の

中
で

吐

露
さ

れ
る
こ

と

自
体
は

、

謝
靈
運

に

限
っ

た

こ

と
で

は

な
い
」

と

指
摘
さ

れ
る

よ

う
に

、

「

山
居
賦
」

に

お
い

て

も
、

正

文

で

も
自

注
で

も
し

ば
し

ば

正

文

の

「

不

十
分
さ
へ

の

お

そ

れ
」

は

言
及
さ

れ
て

い

る

が
、

こ

こ

で

は

自
注

そ

の

も
の

に

関
し

て
、

さ
ら
に

表
現
し

た

か
っ

た

思

い

が

匂
わ

さ
れ

る

よ

う
な

記
述
が

な
さ
れ
て

い

る

の

で

あ

る
。

　

恐
ら

く

謝
靈
運
は

、

許

さ

れ
る

こ

と
な
ら

も
っ

と

大

量

の

自
注

を
書

き
た

か
っ

た

の

だ
が

、

彼
に

と
っ

て
の

山
居
が

非
常
に

重
要

な
存

在
で

あ
っ

た

が

ゆ

え

に
、

当

時
の

常

識
か

ら

す
る

と

桁
外
れ

な
量
の

注
に

な

り

そ

う
だ
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

現
在

見
ら

れ

る

自

注
は

、

靈
運

が

施
し

た
か

っ

た
膨
大

な
注
の

中
か

ら
、

彼
独
自
の

基
準
で

抽
出
さ
れ

た

も
の

な
の

で

は

な
い

か
。

そ

し

て

正

文
の

内

容
に

よ
っ

て

必

要
な
も
の

が

異
な
っ

て

い

る

た

め

に
、

あ

る

部
分

で

は

音
注
が

中
心

に

な
り

、

あ
る

部
分
で

は

辞
書
的

な

説

明
が

中

心

に

な
り

、

あ

る

部
分
で

は

表

現
の

意
図
の

説

明
が

中
心

に

な
り
、

と

い

う
具
合
に

変
化
し

て

い

る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

そ

れ

は
、

我
々

の

目
か

ら

は

い

か

に

煩
雑
に

見
え

よ
う
と

も
、

謝

靈

運
に

と

つ

て

は

必

要
最
小

限
の

も
の

だ
っ

た
の

で

は

な
い

か

と

思

わ

れ
る

の

で

あ
る

。

　

以

上
、

謝
靈
運

「

山
居

賦
」

の

自

注
に
つ

い

て
、

筆
者
な

り

に

考
察
を

加

え

て

み

た
。

山

水

詩
等

謝
靈
運
の

他
の

作

品

や

伝
記
と

の

関
連
な

ど
、

多
く
の

問
題
が

残
さ

れ
て

お

り
、

ま

た

門

外

漢
ゆ

え

の

多
く
の

誤

り

も
あ
る
こ

と

と
思
わ

れ
る

。

諸
賢
の

ご

教
示

・

ご

批
正

を
い

た

だ

け
れ

ば

幸
甚
で

あ

る
。

注

（

1
）

注
6
後

掲
許
恬
怡
氏
に

よ

れ
ば

、

正

文

が
三

九
一

五

字、

自
注
が

　

四
九
三

二

字
で

あ
る

と
い

う。

（

2
）

「

山
居

賦」

以

外
の

中
国
文

学
の

自

注
に

関
す
る

主

な
論
考
に

は
下

　

記
の

も
の

が
あ

る

（

自
注
に

引
か

れ
た

詩
句
を

研
究
対
象
と
す
る

も
の

　

は

除
い

た
）

。

・

戸

崎
哲
彦
「
『

柳

宗
元

集
』

に

見
ら

れ
る
、

自
注
”

に

関

す
る

諸
本
間
の

　

異
同
に

つ

い

て
」

（
『

滋

賀
大

学
経
済
学
部
研
究
年
報
』

第
｝

卷、

一

九

　

九

四

年
）

・

赤
井
益
久
「
自
注
の

文

学
1

『

元
氏

長
慶
集
』

を

中
心

と
し

て

ー
」

（
『

中

　

国

古
典
研
究
』

第
四
七

号、

二

〇
〇
二

年）

・

山

上

恵
「
蘇
軾
詩

に

お

け
る

自

注
」

（
『

待
兼
山
論

叢
』

第
四
六

号
文

学

　

篇、

二

〇
「

二

年
）

（

3
）

第
一

六

八

条
『

全
宋

文
』

卷
三
一

（
中
華
書
局

、

一

九

七

九

年
）

。

（

4
）

『

中
国
中
世

文

学
研

究
』

第
三

五

号
、

一

九

九

九

年、

の

ち
『

謝
康

　

樂
文

集
』

（

白
帝
社

、

二

〇
〇
三

年）

に

収
め
る

。

（

5
）

『

中
国
文
学

報
』

第
六
一

冊、

二

〇

〇
〇

年
。

（

6
）

『

淡
江

中
文

學
報
』

第
一

六

期
、

二

〇
〇
七

年
。

な
お
、

以
下
に

掲

　

げ
る
五

つ

の

理

由
に
（
四
）

が

な
く

、

（
四
）

を
（
五
）

、

（
五
）

を
（
六
）

　

と
し
て

い

る

が
、

誤
り

と
思

わ
れ

る
の

で、

正

し
た

上
で

要
約
し

た
。

（

7
）

『

中
国
文
学

論
集
』

第
四

二

号
、

二

〇

＝
二

年
。

（

8
）

錢
氏
は

『

樵

香

雑
記
』

と

す
る
が
、

畿

輔
叢
書
本
・

四

庫
全
書
本

　

等
は

『

樵

香
小
記
』

と

す
る
の

で
、

そ
れ
に

従
っ

て

改
め

た
。

な
お

、

　

こ

こ

で

は

四

庫
全
書
本
を
テ

キ
ス

ト
と

し
た
が
、

畿
輔
叢
書
本
は
こ

の
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条
を

「

總
集
自
註
賦
詩」

と
題
し
、

文
意
に

影
響
の

な
い

程
度
の

文

字

　
の

異
同
が
い

く
つ

か

あ

る
。

（
9
）

こ

の

錢
大
听
の

語
の

出

典
は

不
明

。

注
6
前
掲
許
氏

論
文

が

指

摘

　

す
る

よ

う
に
、

『

十

駕
齋
養
新
録
』

卷

＝
ハ

「

庚
闡
揚
都
賦
」

で

は
、

　

張
守
節
『

史
記
正

義
』

に

庚
仲
初
（
闡
の

字
）

の

「
揚
州
賦

注」

を

引

　

い

て

「

三

江」

の

語

を

説
明
し

て

い

る

の

で
、

「
揚
都
賦」

に

自
注
が

　

あ
り
、

謝
靈
運
の

魁
に

な
っ

た
と

す
る

の

み
。

た
だ

し、

許

氏
は

『

史

　

記
正

義
』

に

庚
仲
初
「
揚
州
賦
注
」

は

見
え

ず
、

『

水
經
注
』

汚

水
の

　

条
に

は

引
か

れ
る

が、

一

方
濡

水
の

条
で

は

庚
杲
之

「
揚
都
賦
注
」

と

　

し

て

引
か

れ

て
い

る
の

で
、

自

注
か
ど

う
か

断
言
で

き

な
い

と

す
る

。

　

ま

た
、

注
7
前
掲
東
氏
論
文
が

指

摘
す

る

よ
う
に
、

『

廿
二

史
考
異
』

　

卷
二

四

「

謝
靈

運
傳」

に

お
い

て

は
、

賦
の

自
注
の

例
は

以

前
の

史
書

　

に

見
え

ず、

後
の

例

も
張
淵
の

「

觀
象
賦
」

と

顏
之

推
の

「

觀
我
生

賦
」

　

の

み
で

十
七

史
の

中
に

三

例
し

か

な
い

こ

と

を

述
べ

る
の

み
で

あ

る
。

　

な

お、

後
述

す
る

よ

う

に
、

「

季

漢
輔

臣

贊」

の

注
は

陳
壽
の

付
し

た

　

も
の

で

あ
り
、

自
注
で

は

な
い

。

（

10
）

「

觀
象
賦」

は、

神
廳
二

年

〔
四
二

九
V

の

記
事
の

後
に

引
か

れ
て

　

お

り、

謝
靈

運
が

景
平

元
年
〜

元

嘉
二

年
（
四
二

三

〜

四
二

五
）

の

第

　
一

次
始

寧
退

居

時
期
に

作
っ

た

と
さ

れ
る
「
山

居
賦
」

よ
り

や

や

後
の

　

作
と
い

う
こ

と
に

な
る

。

（

11
）

胡
刻
本

に

は

「

辭
」

の

文
字
が

な
い

が
、

四

部
叢
刊
本
に

よ
っ

て

　

補
っ

た
。

（

12
）

江
蘇
古
籍
出

版
社

、

一

九
九
二

年。

（

13
）

注
9
参
照

。

（

14
）

以
下
の

『

史
通
』

の

解
釈
に

際
し

て

は
、

西

脇
常
記
『

史
通

内
篇
』

　
（

東

海
大
学
出
版
会

、

一

九

人
九

年）
、

趙
呂

甫
『

史
通

新
校

注
』

（
重

　
慶
出

版
社、

一

九
九

〇

年
）

を

参
照
し

た
。

（

15
）

『

淮
海
亂
離
志
』

の

作
者
に
つ

い

て

は、

蕭
大
園
と

す
る

説
の

他
に

　
も
諸

説
が

あ
る

。

こ

こ

で

は

劉
知
幾
の

記

述
に

従
っ

た
。

注
14
前
掲
書

　
に
詳
し

い
。

（

16
）

今
鷹
真
・

井

波
律
子
・

小

南
一

郎

『

三

国
志

H
』

（
筑
摩
書
房、

中

　

国
古
典
文

学
全
集、

一

九
八
二

年）

お

よ

び

注
14
前
掲
書
参

照
。

（
17
）

注
4
前

掲
書

。

（

18V

岳
麓
書
社

、

集
部
経
書
典

叢
刊、

一

九
九

九

年
。

（

19
）

中
華
書
局

点
校
本
『

宋
書
』

は、

こ

の

部
分
を

「

薄
洲

有
山

、

謂

　

之

島
嶼、

即
洲
也
（

薄
洲

に

山
有
る、

之
を

島
嶼
と
謂
ふ
、

即
ち
洲
な

　

り
）

」

と

句

読
を

切
る
が

、

状
況
は

こ

ち
ら
で

も
同

様
で

あ

る
。

（

20
）

「

鴨
」

字
の

音
は
一

般
に

は

「

ゲ

キ
」

で

あ

る
が

、

靈
運
の

音
注
に

　

従
っ

て

「
イ
ツ
」

と

読
ん

で

お
い

た
。

（
21
）

テ

キ
ス

ト

は

「
已

消
反
」

と

す
る

が、

「
鷭
」

に

「
エ

ウ
」

の

音
は

　

な
い

よ

う
で

あ
り、

「
己
」

字
の

誤
り

と

思
わ

れ
る
の

で

改
め
た

。

（
22
）

「
山

居
賦
」

の

数
字
に

つ

い

て

は

許
氏
に

よ

り

（

注
1
参
照
）

、

「

觀

　

象
賦
」

・
「

觀
我
生

賦」

は

中
華
書
局
本
正

史
に

基
づ
い

て

数
え

た
。

残

　

り

は

『

文

選
』

（

便
宜
上

四

庫
全

書
本
を
用
い

た
）

か

ら
李
善
注
の

み

　

を

削
除
し

て

数
え
た
。

本
文

中
に

随
時
挿
入

さ
れ

て
い

る

誰
の

も
の

か

　

不

明
の

音
注
も
念
の

た

め

含
め

て

お
い

た
。

「

東

京
賦
」

薛
綜
注
と
「
「
呉

　

都
賦」

劉
逵
注
の

文

字
数
が
全

く

同
じ

な
の

は

記
入

ミ
ス

で

は

な
く

偶

　

然
で

あ
る

。

「

対
正

文
比
」

は

正

文
を
一

と

し

た
時
の

注
の

比

率

を

計

　

算
し

た

も
の

で

あ
る
。

な

お、
「
幽

通

賦」

の

曹
大
家
注
と
「
子
盧
賦
」

　
　「
上

林
賦
」

の

郭
璞

注
は、

他
の

注

者
の

注
が

多
く

紛

れ
て

い

て

注

釈
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の

量
の

傾
向

を
知
る
に

は
不

適
切

と

思
わ

れ
る
の

で
、

し

た
。

対
象
か

ら
除

外

［
附
記
］

「
山

居
賦」

の

自
注
と
い

う
テ
ー

マ

に

つ

い

て

初
め
て

考
え

た
の

　

は
、

森
野

繁
夫

先
生

が

広

島
大
学
文

学
部
に

戻
ら
れ、

大
学

院
の

演

　

習
の

授
業

で

「
山

居
賦
」

を

扱
わ

れ
た

時
で

あ
っ

た
。

当
時

助
手
で

　

あ
っ

た

筆
者
は

、

演
習
に

参
加
す
る
こ

と

を
許
さ
れ、

こ

の

作
品
に

　

出
会
っ

た
。

あ

る

夜
、

中
文
研

究
室
の

コ

ン

パ

の

帰
り
に

森
野
先
生

　

と

ご
一

緒
し

た

際

に
、

ふ

と

思
い

つ

い

て

「

謝
靈
運
は

山

居
賦
に

な

　

ぜ

自
注
を

付
け

た
の

で

し

ょ

う」

と
ご

質
問
し

て

み
た

。

先
生

は

反

　

対
に

筆
者
に

な

ぜ

だ

と

思
う
か

と

質
問
さ
れ

た
。

そ
の

時
に

何
と

お

　

答
え
し

た

の

か

も
う

よ

く
覚
え

て

い

な
い

が
、

筆
者
の

ま
と

ま

り

の

　

な
い

答
え

を
先
生

が

優
し

く
微
笑
み
な

が

ら

聞
い

て

く
だ

さ
っ

た

こ

　

と
と、

ち

ょ

う
ど

歩
い

て
い

た

御
幸
橋
の

街

灯

が

京

橋
川
の

水
面
に

　

美
し

く

映
え
て

い

た

こ

と
だ
け
は

鮮
明
に

覚
え

て

い

る。

今
と

な
っ

　

て

は

屋

下

に

屋

を
架
す
る

よ

う
な

駄
文

を

書
い

た

の

は、

こ

の

思
い

　

出
の

た

め

で

あ

る
。

で

き
の

悪
い

も
の

で

は

あ
る

が
、

ず
っ

と

気
に

　

な
っ

て

い

た
宿
題
を
や
っ

と
こ

の

た

び

終
え

る
こ

と
が
で

き
た

。

一 61 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


